8月　美術主題報告書
ライフスタジオ大宮店　矢口多絵

（内容）8月2日にライフスクールにおいて第三回ざっくり美術史の主題を行いました。今回は以前の皆の感想から出た「実践（描く）を通してお互いを知る機会となり、自分自身を知る機会となった」などの意見を参考にし、よりお互いを知る機会となるような、または自分自身の内面を改めて知ることができるような実践主題を考えていきました。画家のそれぞれの特性を学びながらその画家の一番のストロングポイントをしぼって個人に落とし込むような実践はどうやったらできるだろうか？と考えるのが個人的には難しかったのですが、このような取り組みはとても新鮮で、「絵のうまさ」というよりも「題となるものをどう自分に落とし込んで表現するか？」がポイントとなっていくので皆の作品を見ながら新しい発見をたくさんすることができました。
（反省）以前行った美術史では美術の基本的流れだったりインデックスなどの記号から学び取ること、それぞれの画家の生涯や特性というものを「学習」という面が大きく進めていったので、それに比べると実践にポイントを置いた分、討論というよりも「表現」という要素が強かったように思えますが、もう少し「学習」や「学びの発見」という要素も踏まえた方がいいのか考えています。
（来月）9月は美術史最終回となりますので最後の締めとしてどのように進めるか検討しています。以前少し考えた「アートセラピー」という要素を取り込んでいこうと思ってもいるのですが、本の内容としても最終的な本の伝えたい本質の部分でもあるので「討論」という形を取り入れようと思っています。作者の視点や伝えたい本質とそれぞれ個人が実践の中で得た美術を通した「自分を知り、相手を知る」という世界を最終的に考えて討論できる機会にしていけたらと考えています。また日々の撮影やライフスタジオという私たちの仕事や生活にかかわる部分に学んだ内容がどう共通して落とし込んでいくことができるか、そこまで考えて取り組んでいけたらいいと思います。
第四章　～アイディア～
登場する画家たちは自分でアイディアを出し、そのアイディアがポイントとなった画家たちをピックアップされた章でした。流れとしては各自が本を読んできたという土台の元、その作者の世界にふれていけるような形で取り組むことのできる実践の主題にしました。各スタッフたちも負けないくらい奇抜なアイディアがたくさん出てきたように思えます。
●マグリット　やってみよう！意識の下で起きた不思議な奇抜な世界を体験したことがありますか？
〔いくさん〕自分が寝ているところに、知らないおじさんがいる感覚がある
〔すーさん〕ズタズタな血まみれになっている人がいる
〔かずちゃん〕ゴミ箱がゴミ箱に見えないときがある
〔とみき〕死んだかも。パラレルワールドに飛んだかも
〔よっちゃん〕歯が抜ける夢
〔うえちゃん〕ハットの人に追いかけられる(セピア色)
〔ハニー〕夢の中の夢(目のない感覚)2009.02.28がない(１日以上寝てた)
〔リーダー〕自分の周りに４次元・５次元の世界があるのではないかと思ってします
〔ゆう〕予知夢(転校生が来るゆめが現実に)
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●ダリ　普通であることが信じられない
●クレー　イデア・・・理想・本来のあるべき姿　やってみよう！　相手を色と形で表現しよう！
〔ゆう→うえちゃん〕白・・・丸の優しさの中に、プライドや情熱をもっている
〔ハニー→いくさん〕カラフルの中に赤丸・・・いろいろな発想の中に変わらないものがある
〔いくさん←ハニー〕水色のアメーバ状の中にピンクの丸が複数・・・楽しいオーラと柔軟性
〔よっちゃん→かずちゃん〕黄色〇の周りを青が囲み登っていく・・・繊細さの周りにクールさ
〔かずちゃん→よっちゃん〕優しさの〇中にもとがったものが隠れている
〔よっちゃん→かずちゃん〕これから書き足されていくであろう顔(紫・黄色)
〔すーさん→とみき〕パズルのようなカラフルな色々な形、崩れそうだけど刺さっている矢印
〔とみき→リーダー〕膨張や収束・まなざし・生命
〔リーダー・すーさん〕情熱の赤・多才・抜けてるところもあるこだわり・基本はあたたかみがある
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●葛飾北斎　黄金比率(渦巻き構図・三角構図・対比・日の丸構図)
富嶽三十六景を見ながら黄金比率は何に当てはまるか皆で考えてみよう
★みんなの好きな画家トップ３★
1位 ダリ
〇ダリは普通なことを嫌った考え方を持っているから好きです。私は、普通の人間ではつまらないというふうに前から思っていたのですがなかなか周りと違ったことができないのです。それを考えるとダリーはその普通じゃつまらないという思いをずっと持ちそれを絵にして描いてしまうところがとてもすごいと思いました。ですが人間はひとりひとり世界にひとりの存在なので人の個性ばかりにとらわれることなく自分の個性を出しつつも他の人の個性も良い物があったらそれを参考にしたいです。
〇普通であること、彼にとっての普通とは何だったんだろう。大勢の人がするからそれが普通なのか普通の定義とは何だろうと考えさせられました。普通ということを認識していてそれに対抗したいのか、自分が普通だと思っているのか等いろいろ感じるところがありました。普通であろうと思って生きてきた自分にとってもう少し自分の個性を出してもいいのではないかと考えるきっかけになった。自分から見て普通ではないダリの絵を見てそう感じました。
〇私はダリが好きです彼の世界観には共感を覚えます。ときに普通であることを壊したくなるような感覚。美術界の一端では彼をアイドル視するような人もいるらしいです。それは彼の絵やポートレートをみればわかることかもしれません。しかし私自身彼の世界観つまり考え方には共感を覚えますが。作品には全く共感を覚えません。それは彼の世界の終結された一片のカタチであって私の世界ではないからです。彼の作品が好きなのは、彼の作品によく使われる青い色が本当に美しいからです。
2位　マグリット
〇日常が描かれているようでどこかおかしい。マグリットの絵を見ると、自分自身の常識が非常識なのではないかと錯覚する。無意識のうちに思い込んでいた世界が覆され、絵のような現実もあるかもしれないと感じてしまう。イメージや固定概念を裏切る写真がワクワクするように、新しい感覚に気づかせてくれる不思議な魅力があるように感じる。

〇マグリットの絵を見ると、はじめに思うことは“不思議だ”ということ。とてもきれいな絵なのだが、その題材や物の配置など、どうしてこう描いたのか、何が不思議なのかということを考えたくなる絵なのだ。また、それなのに絵自体ははっきりとしていて色合いも綺麗で、構図も安定している。そこに歪みや変な雰囲気が無いから、余計に惹きつけられるのだと思う。 

3位　クレー・デュシャン・ボシュ・葛飾北斎
〇「マルセル・デュシャン」その中でも「泉」たかが便器でもなんらかのサインがあれば、、もうふつうのごまんとある他の便器とはわけが違う。そしてこのサイン付き便器は、便器自体でなく便器がらみで見えてくるデュシャンのコンセプト・観念が共感を呼んでいる。けして物質的な価値が重要なのではなく、その面白味によって共感を呼んだために重要な芸術作品になったというところ素敵です。観念芸術やコンセプチュアルアートといわれる。この作品は、作者の考えた意図が分からなければ、ただの便器だったり、石ころだったりするから、難解な芸術作品。作品だけみると難しいが、ある意味ではわかりいいともいえる。作者の観念というか説明があることが多いのでそれを聞いて感心することができる。難解でありわかりやすいものが好きです。
〇パウル・クレーですね。まず、クレーの描く絵からはマイナス的なエネルギーは感じられない。彼の使う優しい色づかいのに癒されるし、見ていると、自分の中に心地よさが生まれてくる。実は彼は音楽の才能もあり、音楽の要素が彼の絵に影響を与えているという。音楽がハーモニーを奏でるように、彼の絵も調和を造り上げている。でもその調和をつくるために彼は、自ら理論を立て、その理論を基に絵を描いている。彼の著書である「造形思考」に詳しくその理論がまとめてあるらしい。私は、感覚的に写真を撮り、デザインをすることが多いため、彼の追求して来た世界が羨ましい。是非読んでみたい本である。全ての事物において調和が生み出されるには理由があると思う。それを学んでいかなくてはいけないと感じさせてくれたのがクレーの絵でした。
〇怖いもの見たさなのか、ボシュの絵に引き込まれていった。画面いっぱいに散りばめられた登場人物達は一見するとごちゃごちゃしているように見えるが、そのひとつひとつが丁寧に描かれている。またボシュの絵に登場する怪物や人間たちは異様な様子で描かれており、そこに暗示されたメッセージを読みとらなくても目で見るだけで楽しめる。よく分からない異界の生物たちも奇妙で面白い。私は綺麗な女性の絵や風景の絵よりもボシュのようなシュールな画風が好きなのだと思う。
第五章　～一本勝負～
この章では一本勝負ということで自分が決めたこれだと思える一本をひたすらやりつづけた画家たちがたくさん登場しました。点描で描き続けた画家やアクション的な奇抜なアイディアで描く画家など様々いまして、ここでもそのような画家たちの世界に挑戦できる実践主題を考えて取り組みました。それぞれスタッフの個性により同じものはひとつもできず個性というものがここでも良く見られました。
●スーラ　やってみよう！点描でおばあちゃんを書いてみよう！
(よっちゃん)黄色と青で暗いところは暗い色で描いた
(ハニー)おばあちゃんの人生を様々な色で表現
(うえちゃん)線が太いところは強く、薄いところは間隔をあけて描いた
(とみき)難しかった
(リーダー)基礎がないと出来ない
(すーさん)際立つところは太い点で表現
(ゆう)濃いところに点をおくようにした
(いくさん)しわなど深いところを重点的に
(かずちゃん)薄目でみながらやった
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●モディリアーニ　やってみよう！あなたの中の理想の異性像を表現しよう！
〔いくさん〕心も体も健康優良児な人
〔すーさん〕何をしているの？と理解できない事をするような人
〔かずちゃん〕アクティブな知らない世界を見せてくれるような人
〔とみき〕女性らしいライン、女性性、聖母マリアのような人
〔よっちゃん〕７割強う・３割優しい人
〔うえちゃん〕ミステリアスな人
〔ハニー〕どんな状況でも笑顔でいられる人
〔リーダー〕母なる大地や海のような人
〔ゆう〕現実をしっかり踏みしめている人
〔たえ〕プライベートゾーンに入れる香りの人
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●ルオー・・・人物画
●ポロック・・・アクション・ペインティング(ドリッピング)　やってみよう！形に捉えられないものを想像して描いてみよう
〔いくさん〕ほたる
〔すーさん〕不安など・・・描くことにより出て来たもの
〔かずちゃん〕美しいもの・・・青(丸)
〔とみき〕自分の中の宇宙
〔よっちゃん〕地元を離れてからのこれからの希望
〔うえちゃん〕怒りを表現
〔ハニー〕入社してからの気持ち(不安の中に嬉しさや滑った落ち込み、そして希望がある)
〔リーダー〕宇宙の構造を表現
〔ゆう〕空腹の中に美味しいにおいが漂ってくる今の気持ち
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★みんなの好きな画家トップ３
1位　ポロック
〇これが価値の高い絵なのかと思うと、わからなくもなってきたりするが、ポロックの絵は全体を見ても一部を見ても不思議とぐちゃぐちゃに見えて整っている気がする。これは感覚的なものだから、上手く説明はできないが、考えられていないようですごくバランスが取れているように思えるのだ。それが上下を入れ替えてみてもそうみえるのだからすごい。

〇ポロックです！彼の絵画を描く過程が驚きすぎる。その絵に詰め込まれるパワーは相当なものだと思う。彼があらゆる世界に存在するエネルギーに身を任せ、絵を生み出す。彼がそんな方法に目覚めたのは一体なぜなんだろうという好奇心がわいた。今回、自分の内側から出てくる衝動を絵に描いてみるというテーマで実践絵画を行ったとき、こういう描き方があるんだなととても興味深かった。あれこれ考えてしまいがちなことが多い日常で、この世界と一つになるような感覚を見つけ出せるようになりたいと思った。計画も何も無いような衝動に身を任せるそんな瞬間があってもいいのかもしれない。
〇画面上で何をやっても良いというメッセージはとても強力なもので、絵に対する先入観や難しさから開放される。正直絵について言えば、壁にペンキを塗るときに床に敷く養生シートの汚れの様にも見えるが、乱雑に張り巡らされた線や点がまるで意思を持っているかのように力強く描かれている様にはある種の迫力を感じる。またトランス状態で絵を描くというスタイルも興味深く、何かと溶け合ってひとつになる時のあのゾクゾク感を経験的にそして意図的に行うことができる点で羨ましく思う。

2位モンドリアン
〇私は洋服の生地のデザインとして初めてモンドリアンの絵を初めて見た。テキスタイルデザイン(織物のデザイン)の一つなのだと思っていた為、これが絵なのだと知ったときはビックリしたのを覚えている。一般的な絵のように、木があって家が建っていて、人がいるようなものとは違い、何を描き、何を表しているのか全く分からない。けれど、なんだか分からないが、見ていて気持ちいい。グリットと三原色で厳格に構成された絵画は、人間誰もが生まれながらに持っている安心感、安定感、気持ちいいと感じるツボみたいなものを押される。１度見たら忘れられない、また見たくなる中毒性が彼の絵にはある気がする。

〇「モンドリアン」いつもの見慣れた風景や人物とはかけはなれた、一見謎の図柄を描いているようにみえる。モンドリアンの描く抽象画は、一種のレントゲン写真なんだ思います。世の中にレントゲンをかけて、美しい世界の骨組はどうなっているのかを探し出そうとしている。世の中には膨大な量の絵や写真がある。それらの絵や写真のなかの素晴らしい絵と写真が隠し持っている骨組みの美しさに興味を持ったのがモンドリアンです。そんなあなたのような骨のしっかりした人間になりたい。 

3位 佐伯祐三
〇彼自身が各作品は一種のセルフ・ポートレートのように感じました。その世界観は決して自由ではありません。束縛的かも知れません。しかし彼の作品には信念のような存在感があります。それは人として普遍的な反逆心・反抗心、美しさとは感じなくとも強く面白い作品だと感じました。
〇自分が画家として生きていくにはどうすればいいのかという問題と命がけで戦っていた佐伯だからこそ、狭く特殊な領域に目を向けれたんだろうな感じました。自分を理解することの大切さ命を懸けてでもやりたいという気持ちがとても伝わってきました。 

４位　スーラ
〇彼は独自の描き方を発見したり、何か一つそういうものと出会えた画家は幸せと言っています。そういうものと出会えた画家は幸せと言っています。そしてこれから生きていく上でそういう拠り所があると精神がぶれないという良さが生まれる、ということに関心を持ちました。それとスーラは二年間かけて絵をかきあげました。何しろすべてを点々で描いていくのですから気が遠くなるし時間がかかります。それなのにひとつの絵を描くことにそれほど気持ちと力をそそいでいるのが分かります。私はそのスーラの集中力や忍耐力やひとつのことを最後まで諦めずにやることにとても尊敬しています
＜実践において感じた内容＞
 今回の実践絵画はセラピー要素を入れてのものでしたので普段の脳の使い方には偏りがあるから、夢中で創作活動をすると、なんだかすっきり！脳の常日頃つかっている部分とはちがう部分を使うことにより、どこか凝り固まっているところがやわらかくなる感覚があった。またお互いのイメージを感覚的に素直にキャンバスに描くことで、その人のイメージを絵にすることができた喜びと無意識のところにあったものにも出会えて面白かったです。
今回の実践は、今までやったことのないような絵の描き方をした。人を記号や線や色で描いてみたり、点だけで人を描いてみたり、形の無いものを衝動で描いてみたり。新しいことをして、脳が活性化したよう！生活しながらもっとアイディアをだしていきたいと思った。アイディアは周りの人にも刺激を与えるし、自分の人生をもっとわくわくさせられるからだ。
イメージで人を描くこと、見たものや見たことあるものでなくイメージを自分で表現するという事は初めての経験で、形にすることで相手のイメージその人から自分が感じる色など自分自身確認することができた。 
点描は点の大きさ、数、色、間隔等線で描くよりその人らしさがとてもでやすい描き方だなと思った。 
絵を描く、形にすることで自分の中にあったイメージ感じた事を発見できたし整理することができた。
●クレーの実践の際、相手を色と形で表現しようという実践では、みんなが描いているものを見たり、解説を聞いたりして「分かる！」と納得したり「それっぽい！」と思う事が多かった。また、私を描いてくれたのは上ちゃんだったが、冷静(クール)と言われることは多かったが、繊細さがあると言われた事なんて今までなかったので、驚いた。自分自身に繊細さがあるなんて思ったことがなかったから衝撃的だがちょっぴり嬉しかった。
●スーラの点描を実践した際は、最短距離を行きたい私にとってはずっと点で描いていくことに嫌気が差しそうになった。でもみんなの作品をみると、点の打ち方を工夫し、とても面白い作品になっていて、同じだと思っていてもやり方、工夫次第で可能性は広がるんだなと感じ、撮影にもそんな工夫をしていきたいと思った。
私は初めて、人のイメージだったり、自分が思い描くことなどを実際に絵として描きました。実際に絵を描いてみると、今までの自分の考え方などが少し変わってきたなと感じました。絵を描いてみると、今まで見てきた景色などの見方が変わっていたのでびっくりしました。それと同時に、ワクワクした気持ちが生まれました。あと、人はひとりひとり何を思って、どのように描くのかなども違ってくるのでとても面白かったです。自分がどのように見られているのかも知れたので為になりました。
私はアイディアが泉のように様々に湧いてくるタイプの人間だと個人的には思っています。
しかしそれを彼ら画家は卓越されたテクニックと感性をアイディアと結びつけて書いているということが、実践を通して理解することが出来ました。また一本勝負とは奥が深く、ある意味では私達の写真も一本勝負かも知れませんが、彼らはその一本にどれほどの思考と歳月を費やしその作品という終着点に出会ったのだろうと思うと感動しました。また絵は難しいし奥が深い、もっと楽しく絵がかける技術を身につけることができたら良いなぁと感じた内容でした。
頭の中の世界はふわふわしていて捉えどころがないように感じる。それを表に出すツールとして、絵は最適だと思った。その人が何を考えているのか、どんな傾向があるのか、どんな癖があるのか･･･。一人ひとりの顔が違っているように、皆の絵も違って見える。前も同じことを書いたが、その共有の時間が面白い。それぞれ独自の世界観を持っており、絵の上手い下手に関係なく、何故その絵を描いたのかという解説を聞くとよりその人を知れるような気がする。またそれは自分にも言えることで、各テーマに沿って考えをめぐらしそれを絵にすることで、私自身のことも知っていける気がした。
